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筆者紹介 宮城安志 ３７歳 男性

経歴

・介護福祉士（介護歴） 12年

• ケアマネージャ（実務） 7年

• 社会福祉士 １年目

• 公認心理師に※令和３年１０月（合格見込み）

・家族の病気に伴う介護離職・家族のうつ支援経験・現在幼児の保育中

将来、親の介護を担っていく予定で家族間の総和と世代別の課題について

の学びを深めています。

・三兄弟の次男・１０代はバイトリーダー・現職種はケアマネ・仕事では中間管

理職（自称職場のバランサー）、間に挟まれる半生で導き出した心理学活用法



学習内容

１、チームワークをよくして働きやすい職場づくりに役立つ心理学

①ダイバーシティについて

②パワーハラスメント・セクシャルハラスメント・カスタマーハラスメント等

③コーピングについて（課題への対処法）

④新人職員や外国人労働者定着に向けた異文化交流心理学

⑤ワークエンゲイジメント

⑥リーダーシップ論

２、認知症介護・統合失調症支援事例についての事例２選



①ダイバーシティについて

•ダイバーシティとは
集団においての年齢や性別・国籍や人種・宗教など、多様性を意味
します。様々な人が互いの違いを理解し受容して行く事で、協力し助
け合う環境作りを行い、職場内や社会においてもダイバーシティーの
強みを生かす取り組みが進められています。



②ハラスメントについて知ろう

ハラスメントの定義

他者に対する発言や行動等が本人の意図には関係なく相手を不快に
させたり尊厳を傷つけたり不利益や脅威を与えてしまう事をいいます。

種類

パワハラ・セクハラ・モラル・ジェンダー・アルコール・レイシャス（宗
教）・レイシャル（国・民族）・カスタマー・ハラスメントハラスメント等

※人間関係は摩擦の連続、互いにストレスフルとならない関係が大事

・相手との違いを理解し合い敬う気持ちと節度が大切



カスタマーハラスメントについて

• 大前提として支援を必要としている利用者の尊厳や権利・利用者を支え
る家族等介護者と協同して行く事や負担の軽減レスパイトケアはとても大
切な事です。

その上で、利用者・家族の要望が過度になりすぎたり、支援やサービスを
続けていく事に支障をきたす程、サービスの質への訴えや権利等の主張が
強くなりすぎてしまっていること等が問題となっています。

対策として 利用者や家族等介護者の本来持っている力を引き出していく
エンパワメントアプローチの考え方や、チームアプローチで支援の輪を広げ
る事・要求をみたしていく事（マズローの五段階要求等）・レスパイトケアに
よる支援者の心の充足を図ることがあります。次ページ以降、それ以外の
心の課題への対処法をお伝えできればと思います。



反社会性パーソナリティ障害について知ろう
（※決めつけず、利用者支援にて相手の傾向をつかむ為に活用）

パーソナリティ障害にはＡ群（風変り・奇妙）Ｂ群（演技的・感情的・移り気）Ｃ
群（不安や恐れ）が定義されています（WHO DSM-５）。

Ａ群

☆妄想性 ・被害妄想・嫉妬妄想 不振と猜疑心（さいぎしん）

☆シゾイド ・他者に対する無関心、一人でいる事を好む様にみえる、

表情表出が乏しい。

☆統合失調型 ・風変りまたは奇妙な思考と行動・親密な関係を築く事に居

心地の悪さを感じ一人を好む・思考・知覚・反応のゆがみ



反社会性パーソナリティ障害について知ろう
Ｂ群

★反社会性 ・社会的無責任、他人の軽視、欺瞞（ぎまん）・自分の利

益のために他人を操作。１８歳未満では素行症という。

★境界性 ・人への依存見捨てられる事への強い恐れ不安、対人関
係・気分の変動が激しく不安定。癇癪（かんしゃく）や傷つきやすさ・自殺の
素振りや行為で周囲に動揺を与える。薬物、アルコール、万引き、過食等
自己を損なう行為・生き辛さ、空虚な気持ちで幸せを感じにくい

☆演技性 ・過度な情動性、人の注意をひきたい要求で演技的（不

適切に誘惑的・挑発的）・劇的な行動

☆自己愛性 ・自尊心がもろく、誇大性や賞賛要求、自分の価値に

過大評価、傲慢、横暴、共感の欠如。
豆知識（沖縄の人々は逆の課題、自己肯定感の低さから協調性はあるが自己顕示欲の低さが課題と

なっている方が多いと『沖縄の貧困がなくならない本当の理由』で描かれていた。）



反社会性パーソナリティ障害について知ろう
• Ｃ群

☆回避性 ・他者から拒絶される恐れによる対人接触の回避

☆依存性 ・自立への恐れ、自分で出来る事もお世話してもらいたい・

広範で過度な要求。（この人は私がいないとダメ等、支援者が

本人の承認要求を得る事を繰り返すと共依存・ＤＶ等にも発展

しやすい）

☆強迫性 ・規律性や完全主義（完璧でないと強いイライラ）、柔軟性

効率性のなさ、細部へのこだわり、手を洗わずにはいら

れない等



反社会性パーソナリティ障害 対処・対応
・対人支援や相談業務において、相手の感情に飲み込まれる逆転移

が起きると他の支援や、支援を続けて行く事にも影響を及ぼす為、

対応に苦慮する案件等、状況に応じ相手の特性を知ることで、客観

的に要望・意見を捉え、感情に捕らわれ過ぎない対処・対応を行う

事ができる （★は特に捕らわれないよう注意が必要）

・人はそれぞれ特性や資質もあるが、誰しも時期や状況により

パーソナリティの特性が出やすい事があることを理解し、接し

ていくことで課題の軽減が図れる。

・話の傾聴や愛情・欠乏要求を満たす事で症状の緩和が図れることも

ある。



③ラザルスのコーピング理論について知ろう
• ラザルス氏 は

ストレッサー理論、

一時的認知評価（無関係、害がある・ない、ストレスフル）

二次的認知評価（対応できる・できない）で人は判断している。

の考えや、ライフイベント（受験・結婚・出産・大切な人の死等）以外に、
デイリーハッスルズ（日常の小さなストレス）の積み重ねがストレス

課題になることを提唱した人。

• コーピングとは

ストレスに対処するために行われる個人の認知的及び行動上の努力



コーピングの種類
•問題焦点型コーピング

直接、問題や状況に働きかけ、それを変化させることでストレスに

対処する試み。

例 学校に行くと孤立するため、友人を作りやすい環境整備をする。

学校にいかず別の場所に居場所を求める・別の学習環境等。

・情動焦点型コーピング

状況を認知的に再評価し、情動的な苦痛を軽減することでストレ

スに対処する試み

例 学校で孤立 友達ができるまで、休み時間は読書して過ごそう等



④新人職員や外国人労働者定着に向けた
異文化交流心理学

•新人職員や外国人労働者は介護の職場という異文化に適
応していく必要がある事を理解し、適応していく手助けを行
う心理学。

•アドラー氏の異文化理論

初期は異文化全てが新鮮に映り期待と興奮があるが、

異国→自国の様にカルチャーショックを受け戸惑い・不安・適
応までに時間が必要で、カルチャーショックを乗り越えると自
己成長に繋がり肯定的に捉える事ができる。



異文化交流心理学
・ベリー氏の４つの異文化適応態度

同化 ・自分の文化を保持せず新しい文化に適応。

例 新しい職場のやり方になじむ

統合 ・自分の文化を保持し新しい文化も受け入れる。

例 以前いた職場で良かったことを現職場でも反映させる

周辺化 ・どちらの文化とも距離を置く

例 介護の仕事って思ったのと違う。自分には合わない

離脱 ・自分の文化に閉じこもる

例 以前の職場はこうだったのに、新しい職場はおかしい

※「同化」や「統合」に導けることが仕事の定着に繋がる。



⑤ワークエンゲイジメント(Afrae新居佳英氏論 参照)

• 組織や仕事に対して自発的な貢献、意欲を持ち主体的に取り組めている
状態をワークエンゲイジメントといい、チームが関わるすべての人々が幸
せになる為の指標となる５項目がある。

①仕事への熱中 やりがいを感じ、日々精進しながら仕事に

取り組めているか

②組織への共感 組織の掲げるビジョンや戦略に共感が持てるか

③チームワーク 仲間や上司・チームメンバーと良好な関係が築けて

いるか

④健康的な環境 健康的に仕事だけでなく、家庭やプライベートも

大事にできる環境か

⑤評価 適切な評価がなされているか



⑥リーダーシップ論
• チームアプローチや地域包括システムにおいて、その時々の状況や専
門性に応じて、各々がリーダーシップを発揮できるようにしていく事が求
められている。活用できるよう代表的なリーダーシップを紹介します。

• リーダーシップ論

☆PM理論 （提唱者 三隅二不二 氏）

P機能（Performance）目標達成機能 M機能（Maintenance）集団維持機能

両方を高められるように努める。

☆SL理論（提唱者 Hersey ・ Blanchard）

メンバーの成熟度に合わせてリーダーシップの在り方を変える。

S1教示的：具体的、事細かな指示 S2説得的：考えを説明・疑問に答える

S3参加的：考えを合わせ決められるように仕向ける。

S4委任的：仕事遂行の責任を委ねる。



⑥リーダーシップ論
• オーセンティックリーダーシップ

自分の信条や価値を知り、その信条や価値に基づき行動する

誠実や倫理観に重きを置き人を導くリーダーのスタイル

・サーバントリーダーシップ

リーダーが自らの私欲を捨て、フォロアーが成長することに注力する

ことに注力するリーダーのスタイル。意思決定や責任はリーダーに

あるが実務はメンバーが主役でリーダーが支える。メンバーは顧客

を支える。

・変革型リーダーシップ

リーダーシップとマネージメント（統制や管理）を区別し、ビジョンを

揚げ変革を行うリーダーのスタイル。大胆な変革が必要な場合に有効



２、認知症利用者事例 対応

•入浴を拒む利用者に対応する場合

理由として、自宅で入ったと思い込んでいる。恥ずかしい、水にぬれ
たりシャワーに対し混乱するといった状況がある場合。

原因の把握をアセスメント、次に刺激（アプローチ）・反応(行動)結果
（三項随伴性）を評価し、入浴できる確率の高いアプローチを模索して
いく。

その時の感情の変化や入浴をしたら気持ちよあったなどの感情の定
着を図り習慣化していく。（認知行動療法等参照）



２、統合失調症利用者の事例
施設入所の統合失調症利用者・外に出ようとすることが多く、じっとし
ていられない。「家に帰りたい」と帰宅願望の訴えあるが、実際に施設
を抜け出した時には自宅に戻れる能力は保たれているものの自宅に
戻るわけではなかった。介護・看護にて対応しているが、支援の幅を
広げるためにどのような方法をとれるか意見を求めたい。

対処法 ①精神病棟など整えるまでの入院。

②認知症の診断もあれば、精神障害者保険・自立支援者証での重度

認知症デイとのサービス併用。

・錐体外路症状（統合失調症治療薬等の精神病薬の副作用）

アカシジア（同じ場所にじっとしていられない・そわそわする・意味もな
く歩き回る）等の症状の可能性はないか、医師や医療者とも症状等の
情報共有や相談を行う事も支援の幅を広げる事に繋がると思う。



参照文献 理論定義者

・ＤＳＭマニュアル 家庭版

• 心理学用語の学習

• WHO（DSM‐５）・Ｌａｚａｒｕｓ．ＲＳ

• ・A.Adolar ・J.W Berry ・新居佳英氏

• 三隅二不二氏 ・ Hersey ・ Blanchard

• Watson （レスポンデント条件付け） ・Skinner（オペラント条件付け）

• ・Beｃｋ（認知療法）・認知行動療法等

• こころの臨床（心理学講座） ・日総研（講座・模擬テスト）

• 中央法規 テキスト 等



•皆様のご活躍を心より願っております。

• ご清聴ありがとうございました。


